
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

                                 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

２月の園だより 
令和８年 2月 2日 

目黒区立八雲保育園 園長 

 

  

 

～わくわくがあふれる特別な日～ 

 真冬の寒さにも負けず園内には子どもたちの元気な声が響いています。 

 先日は地域の方を招いて乳児お楽しみ会を行いました。0、1、2 歳児がホールに行くと「あっ何かいる」と居眠

りするカエル(人形)を見つけた子どもたちの表情からは今から始まるわくわくが伝わるようです。保育士による絵本

劇や歌遊びは日頃から楽しんでいる物で自然と笑顔がこぼれます。そのうちの一つ、人形劇は「大きなかぶ」でした。

登場人物に保育士の一工夫があり、犬はさる、猫はくま、娘は赤ちゃんとクラスで遊んでいて親しみのある人形の登

場に「あれ見たことある」と子どもたちの興味が一気に高まった瞬間でした。最後にみんなで「きらきら星」を歌う

と保育士から「今日の給食にきらきら星が出てくるから見つけてね」と話がありました。早速給食の時間、各クラス

を見に行くと「○○ちゃんはいつも食べるのが早いですが、今日はゆっくりと大切そうに食べています」「○○ちゃ

んはお星さまを嬉しそうに一番に食べてしまい、無くなっちゃったと残念そうです」と 1 歳児クラス保育士が笑顔

で教えてくれました。小さな子どもたちにとっては一日を通して＂特別な日“になりました。これからも保育士のア

イデアがつまった『わくわくどきどきがある特別な日』を保育の中で楽しんでいきたいと思います。 

 前期・後期各クラス懇談会や一年間を通して行った保育参観・参加・個人面談にたくさんのご参加をいただきあり

がとうございました。子どもたちの今の姿を大切に、引き続き保育を進めていきたいと思いますのでよろしくお願い

いたします。 

『おおかみさんいまなんじ？』の絵本をみん

なで読んでからゲームを繰り返し楽しんでい

ます。夜中の 12 時になるとオオカミ役の保

育士が追いかけてくるので、別の時間の時に

は「あ～よかった」のセリフを言いつつ、今か

今かとワクワクしながら待っています。「夜中

の…じゅう…いちじ！」等の時間でも早とち

りして逃げ出す子がいてかわいいです。 

３月の行事予定  

卒園お祝い会（４・５歳児） 

なかよし散歩（３・４・５歳児） 

 移動日（全園児） 

お別れ会（全園児） 

身体計測  避難訓練 

２月の行事予定 

節分 

３歳児クラス懇談会 

 身体計測  避難訓練 

♪まあるくなあれ 輪になれ いちにのさん♪ 

友達と手を繋いで大きな円を作ります。むっ

くりくまさんやフープ取りゲームなど友達の

表情を見ながら様々なゲームを楽しみます。 ひっぱれマット 

帽子の色を変えて二つの

グループに分かれ、仲間

と力を合わせてマットを

引っ張ります。自分たち

の陣地まで運んだ数が多

いグループが勝ち！全力

で喜んだり悔しがった

り、一生懸命な子どもた

ちです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園庭であひる組（１歳児クラス）の子どもが、シャベルを手に砂を少し

ずつすくっては、ぶどうの形の型に入れていました。きれいにいっぱいに

入ると大事そうに持ち「どーぞ」と保育士とめだか組（０歳児クラス）の

子どもたちのところへ持ってきてくれました。「ありがとう、とってもお

いしそうだね」と保育士が受け取ると、めだか組の子どもは「あー」と喜

びの声をあげながらのぞき込んでいます。保育士が、めだか組の子と一緒

につまんだりつついてみたりして遊んでいると、また「どーぞ」と届けに

来てくれました。「上手に作れるのね」と言うと、ニコニコと誇らしげな表

情です。すると今度は、めだか組の子どもがシャベルを持って砂をすくい

型に入れようとしています。小さいお兄さんからのプレゼントを自分でも

作ってみようとしたのでしょう。「作ってみる？」と保育士がそっと手を

添えて、砂を型に入れてみました。できた！を感じたのでしょうか、満面

の笑みでした。園庭では自然と異年齢の関わりがそこここで生まれていま

す。そんな微笑ましい子どもたちのやり取りを見逃さずに大切にしていき

たいと思います。 

＊いいものあげるね＊     乳児フリーより 

園庭のタイヤの中にらっこ組（２歳児クラス）の女の子が二人で座り「ひっぱ

って～」と言っていると、しろくま組（５歳児クラス）の男の子が「ちょっとま

ってて」と縄を持ってきてタイヤに結び付けました。「よしっ！」と引っ張るので

すが一人の力では動かず、他の子がタイヤの後ろを押して力を貸してくれまし

た。するとタイヤがゆっくり動き出したのです。タイヤに乗っている子たちは満

面の笑みです。しろくま組の男の子が「楽しい？」と聞くと「うん！」とニッコ

リ。次第にらっこ組のお客さんが増えて別のタイヤに乗り込み、引っ張ってもら

おうと楽しみに待っていると、しろくま組の他の男の子たちが気づいてタイヤを

引っ張ってくれたり、らっこ組も乗り手から引っ張り役に加わり、力を合わせて

一生懸命に引っ張ったり押したりして、タイヤ引きレースのようです。タイヤの

車は園庭を走り抜けて行きます。ゴールに着くと「力持ちでしょ！」と得意げに

顔を見合わせていました。寒い冬でも活気あふれる園庭です。 

＊ぼくたちに任せて！＊      幼児フリーより 


